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サステナビリティへの
ビジネス･ケース

サステナブル･フード･ラボ
ハル・ハミルトン

2008年１月

2000年:  60億人

2050年: 90億人 地球上の居住可能な土地の半分は農地

淡水の70％が農業畜産に利用されている

肥料などの投入物によって、人口増加の速度に
追いつけるだけの食糧生産が可能となった
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しかし....

８億2,500万人が深刻な栄養不良に

５秒に１人の児童が

飢えのために命を落としている

世界中でおなかをすかせた人々の半分は、
農場で働き、暮らしている

世界の多くの漁場が崩壊に達している

1950 2000

大西洋でのタラ漁
ニューファンドランド

例１: 
穀物

８大商品（コーン、麦、大豆、米など）で

世界の摂取カロリーの８割を占める
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すべての商品は同じパターンをとっている

生産高

価格

今のパターンはどんどんと変更の土地を農地に変えていく―
同時に化学物質、化石燃料と水の使用量を増加させている

1950 2000

世界の肥料使用量

大量の土壌が失われつつある

過去60年間に、中国とインド

をあわせた面積に匹敵する
土壌が、著しく劣化している

例２: 
流通上の規格

消費者はよりオーガニック食品や、フェアトレード商品、
持続可能な形で生産・梱包された食品を求めている

小売店は、品質、トレーサビリティ、環境コンプライアンスなど、
消費者に期待された情報を販売規格に盛り込もうとしている
が…



ハル・ハミルトン氏講演会 2008/1/18

(C) Hal Hamilton /                         
Japan for Sustainability 4

しかし、小売店は同時に、最も安い価格で商品を提供しようと、
厳しい競争を繰り広げているのだ…

そして、小売業者が統合されてできた、
ごく少数の巨大バイヤーは、

Really Big Market

途上国と先進国における農村部の貧困の一因となっている

消費者は市場を変えつつある

(FMI-Harris Poll 2007, Information Resources, Inc. 2007, OTA 2007)

92％が食品産業には環境に対してより積極的になってほしいと望んでいる。

87％が「環境にやさしい」製品に興味があり、30％が積極的に探し求めている。

2001年から2005年の間にオーガニック食品の売上げは109%伸び、 2006年には
22％上昇した。

現在の市場の状況

• 合併と統合—チェーンは長くなり、プレーヤーは少なくなる

• 法的リスク—健康と安全、残留物

• 評判に関するリスク—森林破壊（アマゾン／大豆）、種の消失

（オランウータン／パーム油）

• トレーサビリティ—リスクを軽減し、責任は増大する

• 消費者—製品の品質と生産への影響

• 認証—ひとつの答えではあるが、乱立すれば混乱を招く

気候変動がすべてを変えてしまう
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どうすれば、方向転換ができるであろうか？

ともに

サステナブル・フード・ラボ･チーム

• 戦略的マイクロコズム（小宇宙）：グループ
の多様性により、物事を多角的に見つめ、
実行に必要な影響を与え合うことができる

• 各自が成功の業績を持ち、かつ、サステ
ナビリティへの進歩の速度にフラストレー
ションを抱えている

• 時間とお金に対するコミットメント

• 組織の年長者からの支援

手放し、
観察する

一歩下がって振り返る。
うちに秘めた知を浮上させる

新たな理解に
もとづき、
行動する

U理論
Senge

Scharmer
Jaworski
Flowers

ラボのメンバーは、新たな解決策を求めて
より深く内面へと向かっていった

手放し、観察する

セクター横断チームは、
学びのための旅へと出かけ
新しい視点から食糧システムを見つめなおした



ハル・ハミルトン氏講演会 2008/1/18

(C) Hal Hamilton /                         
Japan for Sustainability 6

...そして新しい戦略を見つける

リトリートと振り返り

システムへの仲介の成功は仲介者の心の
在り様による。

ウィリアム・オブライエン
ハノーバー保険会社、前CEO

野外での体験が
メンバーのうちに秘めた力を解放する

ワーキンググループは
浮上したアイディアを

実行に移していく

サステナブル・フード・ラボ

付加価値チェー
ン＆製品プロジェ

クト

汚染されていない、
健全で公正な
よりよい食品

フードシステム

リーダーシップ

学習の普及
マルチ･ステークホ
ルダー･ダイアログ
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企業の行動要請

我われグローバルな食と農の分野におけるビジネス・リーダー

は、世界人口の４分の１にあたる人々の生計や、世界の居住

可能な土地の半分の管理、世界の３分の２の淡水の利用方法

に影響を及ぼしていることを認識する。このような影響には機

会と責任が伴うものである。我われは、社会的、経済的、環境

的な責任における優れた基準を制定することを約束する。

農民や農業従事者がまともな暮らしができること

ビジョン

健全な土壌

豊かな、清潔な水

生物多様性の保全

Protection of 
fragile fisheries.

脆弱な漁場の保護
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収益の高いビジネス 多くの製品にはさまざまな材料が
含まれている

44

A Latte

ふた

包装

水

コーヒー

エネルギー

= 1 リットル

砂糖カップ

１杯あたり208リットル

142.8 リットル

ミルク

1．リスクを管理する

消費者と政府の行動

供給の不安定性

品質と安全性への懸念

サステナビリティの道

2.  機会に投資する

ブランド拡大

顧客と従業員の忠誠心

供給の優位性

コスト削減の潜在的可能性

3.企業は率先して地球規模の
問題解決にあたらなければならない

現在の道はサステナブルではない。

市場ベースの解決策は、規制による解決策より

はるかに強力である。

加速するためのレバレッジ
ポイン

ト

グローバル･フ
ード･

システムにおけるサステナビリテ
ィ

付加価値チェーン

需要の引き合い

スタンダード

ゲームの変更
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グリーン・マウンテン・コーヒー：
調達の選択肢としての貧困指標

事例

ウォルマート：
廃棄物ゼロ、100%再生可能エネルギー、持続可能な製品

への取り組み

コストコ：
グアテマラの豆農家の生活向上、農家からの供給増加

コカコーラ： 水の保全

シスコ：
IPM研究所とともに持続可能な農業に関するサプライヤー基準

を制定

ユニリーバ：
世界の紅茶の12％を占めるリプトン紅茶の認証
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ジェネラル･ミルズ: 
エネルギー使用量および温室効果ガス排出量、固形廃棄物、
水使用に関する年間削減目標の引下げ

ロイヤル･アホールド: 
カーボン･フットプリントの測定と削減目標の設定

価値と信条

協働の
機会

企業規範

成功のメトリックス

どこから
始めるべきか？

社会･環境影響

ステークホルダーの
関心

効果を生む
能力

ユニリーバから
学ぶこと

信頼は得られるもの。

信用性は損なわれない。

強力なパートナーシップが助けとなる。

約束は遵守すべきである。

それが、メトリックス。

マネジメントの最良事例

• 最良はない。よりよいものがあるだけである。

• 目的のための手段にすぎない。

• 少数の、最も影響力の大きな活動に注力すること。

• 結果に注目し、生産者にはそれを達成するための最良の道を

探らせるようにすること。

３つのやるべきこと

• １～２つの「主要な」商品または課題を特定する
（例：原料、包装、エネルギー等）

• グローバルな規範に対し、サプライチェーン全体を通
してある程度までパフォーマンスを改善する。

• サプライチェーンを複数の製品（食品、水、炭素、エネ
ルギー、等）を提供する付加価値チェーンに転換する。
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ともに小さな波紋を...

大きなうねりに
変えていく

www.sustainablefoodlab.org

a project of the 
Sustainability Institute 


